
医療費の支払いでお困りの方一度ご相談ください 必要な診察・治療を受けていただく事が何よりも大切です

・みなと生協診療所 ・たいしょう生協診療所（医科・歯科）              ・ながほり通り診療所 ・西成民主診療所
TEL.06-6571-5594 TEL.06-6554-1197（医）/TEL.06-6554-8841（歯）TEL.06-6533-0106 TEL.06-6659-1010

無料低額診療事業
実施診療所

3月23日（木）
午後5時～午後6時 

と き

たいしょう生協診療所 駐車場
大正区千島1-20-12

ところ

主 催

連絡先

たいしょうこども食堂実行委員会

電話 06-6554-1197
　　 たいしょう生協診療所
　　 担当:姉川（あねかわ）

チャレンジ期間
4月1日～5月31日

春
チャレンジ

参加者募集
健康
2023

恒例となった「大阪きづがわ医療福祉生協健康チャレンジ」
2023年は、2つのコースを準備。「歩いてみよう東海道」「8つの健康習慣を守る」です
期間は2ヶ月、期間中に達成できた皆さん全員にボールペンをプレゼントします

参加費
無料

理事会報告

日時 2023年1月21日［土］午後2時30分～午後5時
場所 大正晴ればれ 4階ホール（一部オンライン）
出席 理事　26名／27名　監事　2名／3名

第7回 理事会

1号議案：12月度の事業収支結果
2号議案：2023年度第12回通常総代会について

第7回定例理事会　協議承認事項

（1）事業運営
　　1 新型コロナワクチンの対応
　　2 法人事業管理運営に関して
　　3 総務事項
（2）2022年度　全国四課題の取り組み
（3）医療福祉生協連・大阪府生協連・民医連・他団体
　  全日本民医連　
　  大阪民医連　2023年12月10日 共同組織交流集会
　  医療福祉生協連　冬のあったか交流会、保健学会
　  大阪府生協連・関西地連　健康チャレンジゴール集会 2月3日

常務会議事・主要項目　協議事項

84ママ・ちょこ

　東日本大震災から12年が経過、大阪きづが

わ医療福祉生協が当初から訪問をしてきた宮

城県山元町に『中浜小学校』があります。ここ

が「東日本大震災の脅威を後世に伝え、風化

防止と防災意識の向上を目的に整備された

震災伝承・防災教育施設」となりました。

　2階天井近くまで津波が到達したものの、児童ら90人の命を

守り抜いた校舎を被災したままの状態で一般公開しています。

被災した児童が語り部として活躍されている報道もありました。

　コロナ感染拡大の影響で訪問も途絶えて久しくなってしまい

ましたが、この3月末生協大阪府連の企画で「福島第一原発視

察」行動に職員2名が参加予定です。汚染水海洋放出など多くの

問題や地域ごとの変化がある中で被災地の「今」としっかり向き

合っていければと考えています。

今月の
いちまい

125

奥 章（編集委員及び震災支援事務局）

たいしょうこども食堂です!

①事業に関する報告　無料低額事業2件　②2項組合員の加入
③委員会活動…各エリアの活動報告　④社会保障・原発・震災支援の取組
次回

各報告承認事項について

常務理事会……2月8日［水］ 本部事務所 午後3時～
理事会日程……2月18日［土］ 午後2時30分～午後5時
　　　　　　　 大正晴ればれ中浜小学校のパンフレットより

ママ・ちょこ

上記の2つのコースから、取り組むコースを1つ決め、申込用紙を医療福祉生協の事業
所かエリア事務所まで出してください。申し込み締め切りは3月末です。

東海道をめぐる疑似体験。江戸から京まで歩
くと495キロ。初級の方は江尻までの165キ
ロを、中級者は岡崎までの317キロ、上級者
は京・三条大橋までの495キロを2ヶ月で歩
いてみましょう。健脚の方は京・三条大橋ま
で歩ききる事を目指してください。（初級の江
尻をクリアできれば達成です。今年は岡崎で家康

賞、京・三条大橋で健脚賞もあります）

申し込み方法

下の8つから、最低4つを選び、全部できた日が、45日以上で達成です。今年は、55日で精進賞、
全日でパーフェクト賞もあります。それぞれの内容や量などは参加者の主観で結構です。

8つの健康習慣を守るぼちぼちコース

歩いてみよう東海道コース

生活リズムを整え快適な睡眠をとる
心身の疲労を避け、充分な休養をとる
禁煙にとりくむ
過度の飲酒をしない

適度な運動を定期的につづける
低塩分、低脂肪のバランスのよい食事をする
間食をせず、朝食をとる規則正しい食生活
一日1回以上、汚れを落としきる歯磨きをする

（吸っていない人は、喫煙者に禁煙をすすめる）

1
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3

4
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7
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京・三
条
大
橋

日本橋

274,500歩
（1日4,575歩）

528,167歩
（1日8,803歩）

825,833歩
（1日14,305歩）
825,833歩
（1日13,764歩）

582,500歩
（1日9,708歩）

START

GO
AL

江 尻
165キロ岡 崎

317キロ

495キロ

宮
349キロ

東海道五十三次

　鶴町こども食堂のあとを引き継ぐ形で、たいしょうこども食堂とし
て新たに再開しました! 今は会食形式ではないですが、いずれ地域
の子どもたちと楽しく食事ができることを構想しながら食材配布を
継続しています! 3月も開催予定なので、地域のママ・パパ・子どもた
ち! ぜひお立ち寄りください。

こんにちは!
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医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

今月号のおもな記事

 現勢 ● 組合員数25,372人  出資金額 830,600千円  平均出資金額（1人） 32,329円  支部数 30支部 2023.1.31現在
〒556-0024 大阪市浪速区塩草2-2-31  TEL：06-4394-8500 FAX：06-4394-8505
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P4-5「私の健康観②」小滝医師
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8（最終回）

「登校拒否を『克服する』」
ということの意味について

NPO法人おおさか教育相談研究所 山田 道弘・甲斐 真知子

　この度は、大阪きづがわ医療福祉生活協同組合の
「みらい」に「登校拒否・不登校、社会的ひきこもり」に
関する連載をさせていただき大変感謝しています。
また連載内容に関する感想もたくさんお寄せいただ
きありがとうございました。読んでいただいた方々
から「ひとりで悩まないで」とつながりが広がってい
くことを祈っています。
　いただいた感想の中に「登校拒否を『克服』すべき
ものだとしている記事に大変違和感を覚えます。子
どもにとって『既存の学校には行きたくない』は『生き
方の意思表示』であり『選択』の一つではないかと考
えるようになりました。学校に行くことが正しい姿
であり、行っていない子を『克服』させて学校にもど
そうという考え方が根底にある限り、子どもに共感
することは難しいのではないでしょうか」という趣旨
の問いかけをいただきました。大切なご意見だと思
い、理事会や、「登校拒否を克服する会」という名前の
もと26年間にわたって「会」の運動を続けてきている
世話人のみなさんとあらためて話し合いをしました。

　「学校に行きたいのにどうしても行けない子どもが
いる」と児童相談所の人たちが言い始めたのは1950
年代の終わり頃です。国は1960年代より教育の目
的を「人格を育む教育」から「人材育成の教育」へと
し、加えて新自由主義で教育・子育てを保育所から大
学まで金儲け最優先にし、2006年教育基本法改定
からは教育振興計画による国・行政の教育への介入
を可能にし、教育を大きく変えてきました。今日の「競
争と管理」・新学習指導要領による過去最高の「詰め

込み教育」は、本来学校が最も大切にしなければなら
ない「教育の多様性・寛容性」をなくし、子どもたちの
大きな生きづらさとなっています。その姿勢はコロ
ナ禍でも「学力テスト」だけは最優先で行うなど、ま
すます子どもを追い詰め、子どもから行事や話し合う
ことや遊びをも奪っています。

　文部科学省は「不登校の原因は70％～80％家庭
と本人にある」と毎年発表し、「学校に行くのが正し
い姿」と捉え、そこ（競争と管理のままの学校）に戻る
か、自己責任でフリースクールなどを選ぶかという対
応をしてきました。そこには公教育としての責任も
なければ、「競争と管理の学校」の見直しもなく、途
切れてしまった学校との信頼関係の築き直しもあり
ません。
　私たちは登校拒否の直接的原因は学校にあり、根
本的な要因は社会にあると考えています。「登校拒
否を克服する」ということは、子どもの多様性を認
め、自由に生き成長していきたいという願いや要求を
中心にすえ、親や教員が、自らをもしばっている社会
や学校の要因について学び、対決し、克服していくこ
とだと捉えています。子どもに即して言えば、ただ1
日も早く再登校すれば良いというものではなく、安心
して休むうちに、本来持っている自己回復力と自
己成長力を発揮し、自分らしく生きていく力を新た
に身につけていくことが「克服する」ことだと考えて
います。
　連載をきっかけに「登校拒否を克服する」というこ
とについて、一緒に考えていっていただけたら嬉しく
思います。半年間、本当にありがとうございました。

　2
0
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3
年
4
月
よ
り
医
療
機
関
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
が
義
務
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
を
紐
づ
け
す
る

こ
と
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
の
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
の
は
皆
さ

ん
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
読
み
取
る
機
械
の
設
置
が
各

医
療
機
関
へ
義
務
化
さ
れ
る
と
い
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の
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す
。

　こ
こ
で
、
最
近
よ
く
聞
か
れ
る
の
が

「
じ
ゃ
あ
今
ま
で
の
保
険
証
は
使
え
な

く
な
る
の
?
」「
保
険
証
使
え
へ
ん
く

な
っ
た
ら
受
診
で
き
へ
ん
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い
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と
。
ず
ば
り
、
今
ま
で
の
保
険
証
は
使

え
ま
す
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政
府
は
令
和
6
年
度
中
に

現
在
の
保
険
証
の
原
則
廃
止
を
目
指
し

て
い
ま
す
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ま
だ
決
定
も
し
て
い
ま

せ
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大
阪
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各
診
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械
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さ
れ
る
こ
と
に
な
り
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す
が
、
今
ま
で
の
保
険
証
で
も
大
丈
夫

で
す
。
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

公
益
財
団
法
人
日
本
対
が
ん
協
会
に

よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
2
0
1
9
年

度
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べ
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が
ん
検
診
受
診
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数
・
が
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発
見
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は
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
60
歳
以

上
で
顕
著
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
が

ん
は
早
期
発
見
に
よ
り
治
る
可
能
性
が
高

く
な
り
、
ま
た
出
来
る
治
療
の
選
択
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増
え
ま
す
。
年
に
1
回
、
必
ず
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
併

せ
て
「
特
定
健
診
」
も
忘
れ
ず
に
。
対
象

者
に
は
「
特
定
健
診
受
診
券
」
が
ご
自
宅

に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
図
の
よ
う
な
封
筒

を
見
ら
れ
た
ら
、
捨
て
ず
に
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
費
用
も
基
本
的
に
は

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
紛
失
し
た

際
に
も
再
発
行
が
可
能
で
す
の
で
慌
て

ず
に
。

連載へのご感想をいただき
ありがとうございました。

競争と管理・詰め込み教育は、
教育の多様性・寛容性をうばっています。

「登校拒否を克服する」とは、
登校拒否の要因や原因である社会や
学校の仕組みにについて学び、対決し、
克服することです。

不登校過去最高24万4940人 大
丈
夫
、使
え
ま
す
!!

『
保
険
証
』使
え
な
く
な
る
の
?

「
健
康
診
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特
定
健
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併
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診
を

コ
ロ
ナ
禍
で「
が
ん
検
診
」

60
歳
以
上
の
受
診
者
数・

発
見
数
が
減
少
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前
回
は
健
康
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
と
い
う
も
の
は
社
会
背
景
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
で

す
の
で
、
健
康
観
の
客
観
的
な
把
握
は
難
し
い
の
で
す
が
、
厚
生
労

働
省
が
実
施
し
た
全
国
調
査
で
は
「
大
多
数
の
日
本
人
は
自
ら
を
健

康
と
感
じ
て
い
る
の
に
、
半
数
以
上
の
日
本
人
は
健
康
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
」
と
い
う
、
少
し
矛
盾
が
あ
る
よ
う
な
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
食
い
違
い
が
発
生
す
る
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
完
全
で
積
極
的
な
健
康
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
を
目
指
す
気
持
ち
が
健
康
不
安
を
生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
? 

虚
実
入
り
乱
れ
た
健
康
情
報
が
新
聞・テ
レ
ビ・イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
流
行
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
健
康
観
や
国
民
の

不
安
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。健
康
不
安
の
強
い
日
本

人
に
医
療
が
過
度
に
介
入
し
た
場
合
、
何
が
起
き
る
で
し
ょ
う
か
?

　
感
染
症
が
日
常
診
療
の
大
半
だ
っ
た
頃
、
患
者
が
医
師
に
多
く
を

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
治
療
方
針
な
ど
を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
医
師
に
全
て
を
お
ま
か
せ
す
る
医
療
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
慢
性
疾
患
は
自
己
決
定
の
余
地
が
大
き
く
な
り
、
そ
の

人
に
と
っ
て
健
康
に
過
ご
せ
る
方
法
を
自
ら
決
め
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
の
分
、医
師
が
一
方
的
に
治
療
方
針
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

患
者
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
治
療
方
針
を
確
認
し
、
こ
れ
を

支
援
す
る
よ
う
な
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
感
染
症

が
中
心
の
時
代
の
医
療
は
「
感
染
し
た
人
た
ち
を
隔
離
し
た
り
監
禁

し
た
り
し
て
、
そ
の
人
た
ち
を
避
け
る
こ
と
」
が
優
先
さ
れ
ま
し
た

が
、
慢
性
疾
患
は
患
者
さ
ん
が
孤
独
に
な
る
ほ
ど
治
療
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す
る
よ
う
な
体
調
不
良
に
つ

い
て
は
、
検
査
・
投
薬
・
手
術
の
よ
う
な
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

頼
ら
ず
に
済
む
ケ
ー
ス
も
多
く
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

患
者
の
希
望
・
病
歴
・
生
活
環
境
な
ど
個
別
性
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
が
過
度

に
介
入
す
る
と
、
患
者
の
意
向
が
置
き
去
り
に
な
っ
た
り
、
病
気
探

し
や
検
査
・
薬
漬
け
が
始
ま
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
象
に
つ
い
て
、
医
療
社
会
学
で
は
医
療
が
病
気
を
作

り
出
す
「
医
原
病
」、
医
師
な
ど
の
専
門
家
が
患
者
の
生
殺
与
奪
を

握
る
こ
と
で
患
者
を
無
気
力
化
す
る
「
専
門
家
支
配
」
と
い
っ
た
概

念
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
患
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
を
問

題
視
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、「
健
康
」「
不
健
康
」
の
線
引
き
が
不
明
確
と
な
る
な
か
、

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
医
療
の
関
わ
り
方
は
変
容
を
迫
ら
れ
て
お

り
、
個
人
の
疾
病
を
診
断
・
治
療
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
「
医
学
モ

デ
ル
」
で
は
な
く
、
個
人
と
環
境
の
相
互
関
係
か
ら
全
体
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
「
生
活
モ
デ
ル
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
「
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
社
会
的
要
因
（
S
D
H
）」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
? 

人
間
の
健
康

状
態
に
は
、
個
人
の
問
題
以
外
に
も
社
会
的
な
背
景
が
影
響
し
て
い

る
割
合
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
研
究
で
は
、
慢
性
疾

患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
わ
る
要
因
の
半
分
以
上
は
健
康
格
差
や
経

済
的
要
因
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
日
本
で
報
告
さ
れ
て
い
る

健
康
格
差
と
い
え
ば
、「
地
域
の
平
均
所
得
が
1
0
0
万
円
増
え
る

と
無
歯
顎
（
歯
が
0
本
）
は
減
少
、
男
性
の
肥
満
に
よ
る
死
亡
リ
ス

ク
は
低
所
得
者
で
約
2
倍
高
く
な
る
、
高
齢
者
の
抑
う
つ
症
状
の
割

合
に
は
市
町
村
間
に
1
・
7
倍
の
地
域
差
、
3
年
間
で
歩
く
人
が
増

え
た
街
ほ
ど
転
倒
が
減
少
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
は
生
活
す
る
場
と
密
接
に
関
わ
っ
て
る
と
い
う
事
実
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
?
「
私
の
健
康
観
」
を
考
え

る
上
で
、
あ
な
た
の
住
む
街
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
私
の
診
療
圏
で
あ
る
大
正
区
は
30
％
を
超
え
る
高
齢
化
率
で
あ

り
、
2
0
4
5
年
に
は
44
％
へ
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
が
進
ん
だ
街
で
は
、
自
治
会
機
能
の
低
下
・
地
域
密
着
型
事
業

所
の
働
き
手
不
足
・
高
齢
者
単
独
世
帯
の
増
加
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
き
ま
す
。
自
宅
か
ら
外
に
出
る
機
会
が
減
る
こ
と
で
街
自
体

の
活
気
が
失
わ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
街
を
活
性
化
さ

せ
る
に
は
、
ど
の
年
代
の
人
も
気
兼
ね
な
く
集
ま
れ
る
場
所
の
存
在

が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
公
園
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
、街
路
に
車
で
は
な
く
人
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
工
夫
、

住
人
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
集
合
住
宅
が
鍵
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
街
づ
く
り
は
、
大
き
な
見
栄
え
の
い
い
建
物
を
大
規
模
に

開
発
し
た
だ
け
で
は
上
手
く
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
居
心
地

の
い
い
街
づ
く
り
は
住
民
主
体
の
民
主
的
な
活
動
か
ら
し
か
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
高
齢
に
な
っ
て
遠
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
に
、
ど
ん
な
街
で
過
ご
し
た
い
で
し
ょ
う
か
?
「
私
の

健
康
観
」
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
居
心
地
の
い
い
街
づ

く
り
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
も
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
!

私
の
健
康
観
と

居
心
地
の
い
い

ま
ち
づ
く
り
②

【 

昨
年
、大
正
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た「
健
康
ま
つ
り
」で
の
小
滝
所
長
の
講
演
よ
り 

】

た
い
し
ょ
う
生
協
診
療
所 

医
師

小
滝 

和
也

健
康
不
安
の
強
い
日
本
人

居
心
地
の
い
い
街
づ
く
り

健
康
と
生
活
す
る
場
の
密
接
な
関
わ
り

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
医
療
の
関
わ
り
方
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◉
受
験
勉
強
の
息
抜
き
に
ナ
ン
プ
レ
と
ま
ち
が
い
探

し
楽
し
ん
で
い
ま
す
! 

あ
た
り
ま
す
よ
う
に
!
　
　
 

　
 

西
成
区
　
う
め
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
今
年
こ
そ
、
公
園
に
行
っ
て
体
操
を
し
よ
う
と
思
っ

た
の
に
、
つ
い
朝
8
時
の
テ
レ
ビ
体
操
で
済
ま
せ
て
し

ま
う
。
時
間
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
、
決
意
の
弱
い

自
分
で
す
。
　
 

 

港
区
　
冨
岡
　
あ
い
さ
ん

◉
今
年
の
目
標
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
2
0
0
K
m
／
月
、

ボ
ー
リ
ン
グ
で
ア
ベ
レ
ー
ジ
1
6
5
点
。
ち
ょ
っ
と
高

い
目
標
で
す
が
頑
張
り
ま
す
。
　
　
 

　
 

西
成
区
　
姫
野
　
慶
嗣
さ
ん

◉
今
年
こ
そ
断
捨
離
し
て
物
へ
の
執
着
を
卒
業
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
 

大
正
区
　
A
・
K
さ
ん

◉
私
は
、
長
女
か
ら
の
卒
業
で
す
。
長
女
は
今
年
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
な
た
が
生
ま
れ

て
か
ら
も
う
20
年
が
経
つ
。
あ
の
日
の
こ
と
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
の
夢
に
向
か
っ
て

進
ん
で
下
さ
い
。私
は
い
つ
ま
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
私

は
肩
の
荷
が
少
し
下
り
た
気
分
で
す
。 

 

港
区
　
山
口
　
幸
夫
さ
ん

◉「
義
務
感
」
か
ら
卒
業
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
生
ま

れ
た
時
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
、「
〜
せ
な
あ
か

ん
」
と
言
わ
れ
続
け
た
後
期
高
齢
者
で
す
。
ま
わ
り
は

元
気
な
人
ば
か
り
で
、
少
々
ズ
ボ
ラ
に
な
り
「
ま
、
い

い
か
」
と
考
え
る
事
に
し
ま
し
た
。
で
も
努
力
は
す
る

つ
も
り
で
す
。 

 

大
正
区
　
こ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
お
酒
が
弱
い
の
に
、
た
ま
に
酎
ハ
イ
な
ど
を
飲
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
飲
ん
で
い
る
時
は
楽

し
い
の
で
す
が
、
暫
く
す
る
と
気
持
ち
悪
く
な
っ
た
り

貧
血
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
飲

ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
る
と
風
呂
上
が
り
に
少
し
だ
け
と
手
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
「
少
し
だ
け
と
」
飲
ん
で

寝
て
い
た
ら
気
持
ち
が
悪
く
な
り
、
起
き
上
が
っ
た

瞬
間
に
目
の
前
が
真
っ
白
に
な
っ
て
、
気
が
つ
け
ば
廊

下
に
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
1
滴
も
お
酒
は

飲
ん
で
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
の
恐
怖
に
お
酒
か
ら
完

全
に
卒
業
し
ま
し
た
。 

 

港
区
　
き
み
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
お
正
月
に
実
家
に
帰
っ
て
き
て
久
し
ぶ
り
に
「
み
ら

い
」
を
読
み
ま
し
た
。
昔
と
違
っ
て
子
ど
も
に
対
し
て

記
事
が
載
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
カ
ラ
ー
に
も
な
っ
て
い

て
時
代
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

松
原
市
　
辻
　
千
里
さ
ん

◉
お
正
月
の
疲
れ
た
胃
腸
に
「
マ
マ
・
ち
ょ
こ
」
の
和

風
ポ
ト
フ
が
良
か
っ
た
‼
 

 

西
成
区
　
山
下
　
好
枝
さ
ん

◉
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
ま
す
。「
み
ら
い
」
は
利
用
者

さ
ん
に
も
見
や
す
く
て
、
読
み
や
す
い
の
で
見
て
も
ら

っ
て
ま
す
。 

 

大
正
区
　
重
　
利
美
さ
ん

◉「
エ
ビ
と
野
菜
の
チ
リ
ソ
ー
ス
」
レ
シ
ピ
! 

簡
単
で

ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
と
て
も
良
い
! 

今

後
も
こ
の
よ
う
な
レ
シ
ピ
掲
載
を
希
望
し
ま
す
。 

 

港
区
　
西
田
　
博
之
さ
ん

◉
今
年
一
年
良
い
年
に
し
た
い
で
す
。
82
歳
の
お
じ
い

さ
ん
で
す
が
も
う
少
し
生
き
ま
す
。 

 

港
区
　
山
崎
　
弘
貴
さ
ん

◉「
在
宅
家
族
の
会
開
催
」
を
読
ん
で
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
75
歳
、
78
歳
の
年
寄
り
家
族
の
数
年
先
を

思
え
ば
で
す
。
行
動
制
限
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
の

話
し
相
手
の
必
要
性
、
生
活
環
境
の
改
良
等
色
々
学
び

た
い
で
す
。 

 

西
成
区
　
姫
野
　
芳
子
さ
ん

◉
屋
上
に
上
っ
て
日
の
出
を
待
っ
た
。
ビ
ル
の
谷
間
か

ら
雲
を
か
き
わ
け
朝
日
が
登
っ
た
。
輝
か
し
い
光
、
美

し
い
。
思
わ
ず
手
を
合
わ
す
。
ぜ
い
た
く
は
言
え
ま
せ

ん
。
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
無
病
息
災
家
内
安

全
を
祈
る
。
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
元
旦
だ
っ
た
。 

 

大
正
区
　
山
口
　
清
江
さ
ん

◉
子
供
が
安
心
と
安
全
を
感
じ
る
生
活
を
維
持
す
る

為
に
は
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
あ
る
子
に
限
ら
ず
、

あ
り
が
と
う
な
ど
声
か
け
は
と
て
も
大
切
と
思
い
ま

す
。
子
供
に
関
わ
っ
て
い
る
私
に
は
い
い
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。 

 

港
区
　
和
田
　
恒
子
さ
ん

◉
昨
年
末
に
組
合
に
加
入
し
た
の
で
、
初
め
て
「
み
ら

い
」
が
届
き
ま
し
た
! 

他
の
組
合
員
さ
ん
の
記
事
を

読
ん
だ
り
、
ナ
ン
プ
レ
や
ま
ち
が
い
さ
が
し
を
し
た
り

と
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

西
区
　
三
光
寺
　
真
衣
さ
ん

◉
今
年
は
「
年
男
」
の
私
で
す
。
年
末
に
膝
を
痛
め
、

杖
を
頼
り
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
。「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

の
お
話
は
油
断
大
敵
で
し
た
ね
。
今
年
は
ゆ
っ
く
り
進

み
た
い
で
す
。 

大
正
区
　
元
気
さ
ん

◉
高
卒
か
ら
働
き
続
け
、
あ
と
三
年
で
定
年
の
相
方

で
す
が
、
肉
体
労
働
の
工
場
勤
務
で
身
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ

で
、
大
変
辛
そ
う
で
す
。
自
腹
で
整
骨
院
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
費
用
も
さ
る
事
な
が
ら
、
症

状
も
改
善
せ
ず
、職
業
病
に
認
定
し
て
ほ
し
い
程
で
す
。

悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら
の
勤
務
も
残
念
な
が
ら
賃
金
は

見
合
っ
た
額
で
は
な
い
の
で
、
若
い
人
も
す
ぐ
辞
め
ま

す
。
現
場
労
働
者
の
職
場
改
善
を
も
っ
と
T
V
な
ど
で

取
り
上
げ
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

 

大
正
区
　
た
ぬ
き
さ
ん

◉
最
近
ア
ニ
メ
の
見
過
ぎ
で
頭
が
痛
い
。 

 

大
正
区
　
熊
谷
　
繁
雄
さ
ん

◉
元
旦
に
大
阪
と
奈
良
の
境
、
御
座
峰
に
登
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
良
い
こ
と
来
る
か
も
。
　
 

 

住
吉
区
　
峰
　
浩
司
さ
ん

◉
去
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
陽
性
で
隔
離
が

続
き
、思
う
よ
う
に
行
か
ず
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
ま
し
た
。

今
年
は
子
ど
も
と
と
も
に
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
過
ご
し

た
い
!
と
改
め
て
思
っ
た
時
に
、
1
月
号
が
届
き
、「
ど

の
子
も
自
分
の
力
で
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
出
す
」
を
読

ん
で
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
療
育
に
通

っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
苦
手
」
な
こ
と
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
余
裕
が
も
て
な
い
母
は
子

ど
も
た
ち
に
、
つ
い
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
に
対
し
て
も
、
仕
事
を
す
る
上
で
も
、「
声
か

け
が
大
切
、
禁
句
が
あ
る
こ
と
、
感
謝
の
言
葉
か
け
を

大
切
に
」
を
心
が
け
た
い
で
す
。 

 

西
区
　
高
見
　
雅
栄
さ
ん

◉
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
週
2
〜
3
回
は
此
花

プ
ー
ル
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

西
区
　
岡
田
　
慶
子
さ
ん

◉
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
5
回
打
ち
ま
し
た
が
、
も
う
6
回

目
は
自
費
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

コ
ロ
ナ
が
2
類

か
ら
5
類
へ
…
と
の
事
で
す
が
、
亡
く
な
る
人
も
多
い

し
、
ま
だ
こ
れ
と
い
っ
た
お
薬
も
出
回
っ
て
な
い
の
に
。

人
々
が
も
う
コ
ロ
ナ
死
者
が
出
る
事
に
慣
れ
て
来
た
よ

う
に
思
え
て
こ
わ
い
で
す
。
　
 

 

港
区
　
藤
田
　
紀
江
さ
ん

◉
誕
生
日
は
5
月
で
す
が
、
お
正
月
に
お
も
ち
を
食
べ

て
、
82
歳
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
め
っ
き
り
根
気

が
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
体
に
気
を
付
け
て
、
元
気

に
す
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ナ
ン
プ
レ
、
頭
の
体
操

に
な
り
ま
す
。
　
 

 

港
区
　
合
田
　
初
子
さ
ん

◉
ス
ー
パ
ー
に
行
く
度
、
商
品
の
値
上
が
り
が
目
に
つ

き
ま
す
。
ま
た
、店
と
店
で
同
じ
商
品
の
値
段
も
違
い
、

と
ま
ど
い
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
　
 

　
 

港
区
　
川
原
　
重
信
さ
ん

正解者の中から抽選で20名の方に図書カード（500円）を進呈!

3月末日

まちがいさがし
左の絵は右と7ヶ所の
まちがいがあります。

1月号の
こたえ

1月号の当選者

応募総数77名で
正解者76名でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに貼って
下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレスま
でメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表
に替えさせていただきます。
抽選は毎月第一月曜日に行っています。
見学されたい方は、ご一報の上、お越し
ください。

20名

mirai1@osaka-kizugawa.coop

どしどしご応募
お待ちしています

必着

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、今号の記事への感想やご意見、近況などをお書き添え
ください。また、ナンバープレイス・まちがいさがしのどちらを解答していただいても構いません。

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

あ
た
ま
の
体
操

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス

タ
テ
・
ヨ
コ
の
同
列
内
、太
枠
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
同
じ
数
字
が

重
な
ら
な
い
よ
う
、1
〜
9
の
数
字
を
う
め
ま
し
ょ
う
。二
重

枠
の
数
字
の
合
計
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

●看護師
●理学療法士
●作業療法士
●歯科衛生士

●介護スタッフ
●送迎スタッフ
●運動トレーナー
●リハビリ助手

http://www.osaka-kizugawa.coop
●求人詳細は当生協ホームページにて

各事業所又は本部（06-4394-8500）まで

●ケアマネジャー 
●介護福祉士
●訪問介護員（ヘルパー）
●事務員

職員募集

●2023年1月号のナンバープレイスの答えは【 4＋1＝5 】でした
１
月
号
で
募
集
し
た
テ
ー
マ

卒
業
で
き
た
こ
と

【こどもの日! こどもの写真大募集!!】

拡大版

つながる！ひろがる！もっと

今月の募集テーマは ※5月号掲載予定

 写真も投稿してください！（理由も教えてください）

※

お
た
よ
り
掲
載
は
図
書
カ
ー
ド
当
選
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。（
編
集

　部
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

※

メ
ー
ル
で
お
た
よ
り
を
送
っ
て
い
た
だ
く
場
合
、住
所
、氏
名
を

　入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
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